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平成 27年度 第２回 湖西市地域公共交通会議 会議録 

 

日 時：平成 27年 10月 26日（月）15時 30分～17時 20分 

場 所：健康福祉センター３階特別会議室 

出席者： 

会 長 丸谷 由行 湖西市 副市長 

委 員 新村 俊明（代理） 遠州鉄道(株)運輸業務部 課長 

委 員 大久保 公雄 浜松バス(株)代表取締役社長 

委 員 杉山 浩一 遠鉄タクシー(株)営業部長 

委 員 加藤 建司 中部運輸局静岡運輸支局 運輸企画首席専門官 

委 員 足立 守篤（代理） 静岡県交通基盤部 地域交通課 主査 

委 員 小林 次男 静岡県湖西警察署 交通課長 

委 員 竹島 清一 湖西市自治会連合会 会長 

委 員 土屋 正征 湖西市社会福祉協議会 会長 

委 員 佐原 功一郎 湖西市商工会 副会長 

委 員 堀尾 典男 市民代表 

座 長 伊豆原 浩二 愛知工業大学客員教授 

委 員 飯田 勝義 湖西市 企画部長 

委 員 高柳 益彦 湖西市 健康福祉部長 

事務局 小林 利幸 湖西市 企画部 市民協働課長 

事務局 山本 勝久 湖西市 企画部 市民協働課 公共交通係長 

事務局 村松 慶太 湖西市 企画部 市民協働課 公共交通係 

 

１ 開  会                                

２ 会長挨拶                            

３ コーちゃんバス運行状況報告及び 10月ダイヤ改正後の状況報告                   

＜事務局＞ 

 説明 

＜座長＞ 

 何かご質問、ご意見ある方はいますか。 

＜委員＞ 

口頭で言われても結果の対策等がよくわからない。 

＜座長＞ 

 事務局は説明をお願いします。 

＜事務局＞ 

 各路線の説明 

＜委員＞ 

白須賀鷲津線と岡崎循環線が減っている原因は？ 
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＜事務局＞ 

白須賀鷲津線に関してはＩＣカードの利用が出来なくなったことで、利用者が減っ

た原因の一つと考えられます。 

岡崎循環線は浜名病院の利用減や日ノ岡かからの乗り継ぎが減少したこと等が考え

られるが、詳しい内容については地元へのヒアリング等で今後はっきりさせていく。 

＜委員＞ 

資料の表現が曖昧なものが多いので、比較の数字をしっかりと出してもらいたい。 

＜委員＞ 

鷲津循環線に関しては様々な調査を経て実施したものであるので、希望的に見て今

後良くなるだろうと思われるが、地域毎のヒアリングや宣伝を行っていかないと、新

しい試みをした場合には必要ではないか。 

＜委員＞ 

現在の運転手が湖西市のバス運転の経験者であり、お客様に対して鷲津循環線につ

いて細かく説明させてもらっている。乗り方がわからない人に対する説明が重要だと

思います。 

＜座長＞ 

同じ市内循環バスの好事例では、「説明人」を置いたという市町がある。そういっ

た地域の疑問を解消する対策をバスの運転手さんに任せるだけでなく、対策として実

施してもらいたい。 

＜座長＞ 

事務局は地元との対話を基に地元の要望を細かく吸い出してもらいたいと思いま

す。また、委員からの意見について今後改善をお願いします。 

 

２地域協働推進事業の実施状況について   

＜事務局＞ 

説明 

＜座長＞ 

 何かご質問、ご意見のある方はいますか。 

＜委員＞ 

 モビリティマネジメントについて詳しく説明してもらいたい 

＜事務局＞ 

 モビリティマネジメントは交通を管理するということで、主に交通手段を車から公

共交通に変えてもらう取り組みのことです。湖西市では、まずはバスに乗ってもらい

公共交通を知ってもらう取り組みを継続して行うことを意味しています。 

 お買い物ツアーだけでなく様々な取り組みを行います。 

 

３ デマンド型交通の可能性検討について          

＜事務局＞ 

 説明 

＜委員＞ 

地域の代表というと、自治会の役員となりがちだが人を集めるのは難しい部分があ
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る。回覧板での周知となると思うが、周知徹底には弱い部分があるので、実際に対象

となる地区の人と話をする機会を設けて頂きたい。 

＜座長＞ 

 デマンド型交通の可能性を検討して行きたいということだが、事務局は、まずデマ

ンドという仕組みがあるということから地区の人に説明をし、本当に地域の人の公共

交通のとして機能するよう協議してもらいたい。 

 

４ コミュニティバス運行事業者の募集について   

＜事務局＞ 

 説明 

＜座長＞ 

 何かご質問、ご意見のある方はいますか。 

＜座長＞ 

 資料の４－１にあるスケジュールで今後３路線について事業者選定を進めていく

ということで、事務局は、公募受付から事業者選定委員会まで、手続きをよろしくお

願いします。 

 

５ 乗り継ぎ方法の追加項目について  

＜事務局＞ 

 説明 

＜座長＞ 

 何かご質問、ご意見のある方はいますか。 

＜座長＞ 

 乗り継ぎ券の新しい運用については、平成 28 年１月から実施ということで、承認

をとります。関係機関への報告や調整をよろしくお願いします。 

 

６ そ の 他                           

＜座長＞ 

 時間が大幅に遅れる事が常態化してしまうと、市民からバスへの信頼がなくなり、

結果バスに乗らないという負の連鎖になってしまう。事務局は運行業者と協力して実

態を把握し、適正なダイヤの検討をお願いします。 

＜事務局＞ 

 次回の開催は、12 月 22 日(火)に 13 時 30 分から市民活動センター2 階大会議室で

開催しますので、よろしくお願いいたします。 

７  閉  会                            

＜事務局＞ 

 以上をもちまして、平成 27年度第２回湖西市地域公共交通会議を終了いたします。 


